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備品購入（霊柩車）

実　績 一部完了 完了

・備品購入の完了

目　標 備品購入

完了 完了 完了 供用開始

・建築工事の完了
・電気及び機械設備工事の完了

目　標
第1期分建築工事・
電気設備工事・機
械設備工事

第2期分建築工事・
電気設備工事・機
械設備工事

第3期分建築工事・
電気設備工事・機
械設備工事

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度
Ｒ４年度年

度

・基本計画の完了
・基本設計の完了
・実施設計の完了
・監理業務の完了 実　績 完了 完了 完了 完了

目　標 基本計画
基本設計

実施設計
第1期分監理業務

監理業務 監理業務

供用開始

実　績

備品購入（霊柩車）

実　績 備品購入一部完了
備品購入（霊柩車）
完了

・備品購入

目　標 備品購入

着手 継続及び完了 完了 供用開始

・建築工事
・設備工事

目　標 第１期分建築工事
第２期分建築工事
及び設備工事

第3期分建築工事
及び設備工事

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度
Ｒ４年度年

度

実　績 基本計画・基本設
計完了

実施設計完了
監理業務着手

継続及び完了 完了

・基本計画
・基本設計
・実施設計
・監理業務

目　標 基本計画・基本設
計

実施設計
監理業務

監理業務 監理業務

供用開始

実　績

92.7%

うち
交付金充当額

32,262 151,881 99,257 192,399 475,799

執行状況の説明

・平成３０年度は基本計画及び基本設計は年度内に完了したが、実施設計は設置場所の検討に不測の日数を要し翌年度へ繰越し
た。
・令和元年度は第１期分工事費の入札不調に伴い調整等に不測の日数を要し、翌年度へ繰越した。
・令和２年度は工事費及び監理業務において新型コロナ等の影響に伴い調整等に不測の日数を要し翌年度へ繰越した。
・令和３年度は工事及び監理業務等は年度内に完了したが備品購入（霊柩車）の部品が新型コロナの影響に伴い部品等の遅延が生
じ、翌年度へ繰越した。
・最終的な執行率は92.2％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 合計

Ｂ．執行済額 40,328 189,852 186,196 240,499 656,875

Ａ．予算現額 40,328 226,485 194,438 247,002 708,253

執行率（％）(B/A) 100.0% 83.8% 95.8% 97.4%

事業内容
本村には、葬祭場がなく、葬儀に関しては各家庭で行っていいるが、準備等は地域の住民の協力で行われており、遺族や関係者
に負担がかかっている。そのため、葬祭場との複合施設を整備し、住民福祉の向上を図る。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 南大東村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 南大東村安らぎ空間複合施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-9
30 3 該当箇所

担当部課名 福祉民生課
事業実施
年度

平成 ～

過疎・辺地地域の振興

(11)



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R6年度】
・本事業を整備したことにより、葬儀に係る遺族や関係者の負担軽減を図ると共に、更なる機能強化を図るため住民から広く意見を求めていく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R4年度】
・本事業を整備したことにより、10月の供用開始後、火葬場1件、葬祭場2件
の使用があり効率よいセレモニーが行えた。

【R5年度】
・葬祭場と火葬場の複合施設を整備したことにより、葬儀に係る遺族や関係者の
負担軽減と、葬儀に参列する地域住民においても利便性と充実が図れており今
後も検証していく。

【R5年度】
・R5年度は火葬場の使用件数は0件であったが葬祭場の利用件数は6件となっており、広い
空間でのセレモニーや祭壇、装飾品等の備品、遺族の控室、約60台の駐車場の使用等も充
実し効率よいセレモニーが行えた。
　火葬場使用件数が0件の理由としては、本村の住民が島外にて死亡にし現地にて火葬を
行ったため。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

80.0%

状
況
説
明

【R4年度】
・R4年10月の供用開始以降火葬場使用件数に対し、葬祭場使用件数は2件で100％以上で目標を上回っている。
※葬祭場使用件数2件のうち1件は島外で火葬した後、本村にて使用している。

【R5年度】
・令和5年度は火葬場使用件数0件に対し、葬祭場使用件数は6件と100％以上で目標を上回っている。
※火葬場使用件数は0件であったが、6件とも島外で火葬した後、葬祭場は本村にて使用している。

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 Ｒ４年度 R5年度 ○年度 ○年度

実　績 100.0% 100.0%

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

火葬場利用件数に対する葬祭場利用件数の割合80％以
上

目　標 80.0%
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実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R4年度 R5年度 R6年度 ○年度 ○年度

副読本の編集完了

実　績 完了

目　標 完了

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R4年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 実施

副読本の編集を実施

目　標 実施

実　績

98.8%

うち
交付金充当額

2,868 2,868

執行状況の説明 ・最終的な執行率は98.8％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

R4年度 ○年度 ○年度 ○年度 合計

Ｂ．執行済額 3,586 3,586

Ａ．予算現額 3,630 3,630

執行率（％）(B/A) 98.8% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

事業内容
村独自の社会科副読本を作成し、地域に根ざした社会科学習を行うことにより、次世代を担う子ども達へ村の歴史・文化の継承を
図る。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-3
4 4 該当箇所

担当部課名 教育委員j会
事業実施
年度

令和 ～

市町村名 南大東村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 南大東小学校社会科副読本編集事業 新・沖縄２１世紀ビジョン (2)

基本計画該当箇所 時代の変化に対応する魅力ある学校
づくりの推進



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R5年度】
・島内の施設（ふるさと文化センター及びビジターセンター）にアクセスし、より深く島の歴史や文化、自然を学べる副読本の整備を検討し、より一層児童
の学習意欲の向上を図っていきたい。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R5年度】
・令和5年度に実施したアンケートで、「授業を受ける前と比べて地域の理解が進ん
だ」と回答した児童の割合が89.2％で目標を上回り又、副読本を再編・デジタル化し
たことにより児童の学習意欲の向上につなげた。

【R5年度】
・年度毎によるアンケートにより授業を受ける前と比較して、地域への理解
が得られたかを検証していくと共に、QRコード等の参考リンク掲載すること
により児童の自発的な学習向上を図る。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【令和５年度】
・令和4年度まで小学生の地域学習の副読本を独自作成して保存・継承に活用してきたが、平成23年の発刊から１０年以上が経過したことから副読本が村の現状を正
確に伝えているとは必ずしも言えなくなった。
・令和4年度に地域に根ざした副読本を作成した。身近な題材を正確に扱い、次世代を担う子ども達へ、村の歴史・文化を継承することができた。更に、教科書をデジタ
ル化し、村のホームページに掲載することで村の生活状況などを島外にも発信することができた。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R5年度 R○年度 R○年度 R○年度

実　績 89.2%

R○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

R5年度成果目標
年度毎に実施するアンケートで、「授業を受ける前と比べ
て地域の理解が進んだ」と回答した児童の割合が80％以
上

目　標 80.0%
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実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 ○年度

観光案内看板の設置完了：22基

実　績 22基完了

目　標 22基

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R3年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 完了

各所への案内看板の設置。（島内10箇所、星
野洞内12箇所）

目　標 設置

実　績

98.7%

うち
交付金充当額

13,024 13,024

執行状況の説明
・R3年度は新型コロナ等の影響に伴い、調整等に不測の日数を要したたため、一部翌年度へ繰越した。
・最終的な執行率は100.0％となり、計画的に執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

R3年度 R4年度 ○年度 ○年度 合計

Ｂ．執行済額 16,280 16,280

Ａ．予算現額 16,500 16,500

執行率（％）(B/A) 98.7% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

事業内容
観光案内の看板が未整備で、観光地への誘導が不十分であることから、各所に案内看板を設置し、観光客の受入れ環境を整備
する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-1-（1）
3 3 該当箇所

担当部課名 産業課
事業実施
年度

令和 ～

市町村名 南大東村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 観光案内看板整備事業 沖縄２１世紀ビジョン (12)

基本計画該当箇所 観光リゾート産業の振興



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R6年度】
・観光客へアンケートを実施することにより満足度80％を目指しながらどの部分が満足、不満足かを確認し、観光協会と共有しながら、改善と解消を図っ
ていく事で誘致につなげていく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R5年度】
・新型コロナ等の影響も収束に向かうとともに、観光客の集客に伴い当該施
設の更なる活用が見込まれる。

【R6年度】
・R6年度以降も観光客へアンケートを実施し、満足度80％へ達したかを検
証する

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R5年度】
・R5年度においては利便性及び体験への満足度が確保できているか、観光客へアンケートを実施した結果、満足度84％と目標を達成することができた。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R5年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 84.0%

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

利便性が確保できているか、観光客へアンケートを実施
し満足度80％

目　標 80.0%


